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(参考) 配慮すべき事項の例

■岡山県の例(岡山県太陽光発電施設の安全な導入を促進する条例)
〇設置禁止区域
・ 砂防指定地
・ 地すべり防止区域
・ 急傾斜地崩壊危険区域
・ 土砂災害特別警戒区域
〇設置に適さない区域
・ 土砂災害警戒区域
〇設置者が守るよう努める事項
・ 地域住民への十分な情報提供を行う等、施設の設置等について理解を得られるよう、適切な措置を講ずること。
・ 防災、環境保全・景観保全の観点から、設置に適切な土地の選定、開発計画の策定並びに設計及び施工を行うこと。
・ 施設から発する稼働音、電磁波、反射光等が地域住民及び周辺の環境に影響を与えないよう、適切な措置を講ずること。
・ 防災、施設の安全、環境保全、景観保全等に関する対策が、適切に実施されているかを随時確認し、災害の防止及び自然環境及
び地域住民への配慮を行うこと。
・ 事業を終了した後は、を速やかに撤去し、撤去により生じた廃棄物は関係法令に従い適切な処理の確保を図るとともに、撤去後の土
地について、防災、環境保全及び景観保全の観点から必要な措置を講ずること。

■山梨県の例(太陽光発電施設の適正な設置及び維持管理に関する条例)
〇事業者の責務
・ 事業者は、太陽光発電事業の実施に当たり、自然環境、生活環境及び景観その他の地域環境を保全し、又は災害の発生を防止す
るために必要な措置を講じなければならない。

〇設置規制区域
・ 国有林及び地域森林計画の対象となっている民有林の区域
・ 地すべり防止区域
・ 急傾斜地崩壊危険区域
・ 土砂災害計画区域及び土砂災害警戒区域
・ 砂防指定地の区域 6



(参考) 国検討事項・スケジュール(案)

■施策の実施に関する目標の設定について
施策に関する実施目標について、どのような考え方・手順に基づいて設定すべきか。

■環境配慮の基準について
再エネを巡っては、景観や動植物・生態系への悪影響、土砂災害等への懸念など様々な問題が生じていることも踏まえ、
地域の自然的社会的条件に応じた環境の保全や、本来想定されている土地利用の在り方、その他の公益への配慮が必
要であることから、市町村の促進区域の設定にあたっては、国として環境情報等を提供するとともに、都道府県が広域地
方公共団体の観点から促進区域を設定する際の環境配慮の方針を示すことが重要であるが、国や都道府県の基準にお
いて、どのような論点があるか。
再エネ施設の立地に当たり、環境保全の観点から配慮すべき事項として何があるか。また、国・都道府県の基準の役
割分担の考え方の下、具体的にそれぞれどのような内容とするべきか。
基準のあり方として、促進区域から特定の区域を除外することや、促進区域設定に当たって配慮する対象・内容は何
が考えられるか。(例: 保護地域の取り扱い、絶滅危惧種の生育生息地等)
環境保全の観点以外から、促進区域の設定に当たって留意すべき事項があるか。(例: 農林地、国土地用計画・都
市計画、防衛施設等)

国検討スケジュール(案)
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